
 

  

  

 

                                                                            

毎年のこの時期に、我が家の上空を V 字の隊形で飛
んでくる渡り鳥がいます。今年も夕方頃にきれいな V
字で飛んできました。調べてみると、この時期に見ら
れるのは「ツルの北帰行」で、越冬地の鹿児島出水市

からシベリア・中国北東部に渡るマナヅルらしいことが分かりました。おそらく近くの水
辺に来ているのでしょうが、何の目印もないのに毎年同じルートを、はるか遠くの地まで
飛んでいく鳥の姿を見ていると応援したくなります。「遠い北の地まで、お気をつけて」 
さて、２月になり、学校生活に再度ていねいさをもって過ごすように指導していますが、

子どもたちの様子をみていると落ち着かない様子も見られます。先日も生活指導担当か
ら次のようなことを全校に指導しました。  
①学校に学習に必要のないものをもってこない。  
（シールが流行しており、学校でやりとりをしているという情報がある。）  

②トイレの使い方について。使用する人が気持ちよく使えるようにする。  
  （スリッパ並べ、トイレ内に必要以上に留まる。）  
③下校せずにいつまでもおしゃべりをしている。  
 （近隣の迷惑。安全確保。）  
２月は３学期の真ん中の月であり、中だるみの月です。また、寒くなるせいか、何かと

ルーズになりがちです。当たり前のことが当たり前にしっかりとできているか確認し、気
持ちよく学校生活を過ごせるように今週も指導をしていきます。  

                                                                        

２月６日金曜日に新入生入学説明会を実施しまし

た。学校経営の説明、入学前の心構え、保健・給食

について、各担当から説明を行いました。北小をよりよく知ってもらうために、今年度の

柱である「自律」「協働」「創造」の３つについて、具体的な取組と子どもの姿をもとに、

北小の教育活動をお知らせしました。現在のところ４０名を超える新入生を迎える予定

であり、学年２学級の編成となりそうです。４月９日木曜日の入学式がとても楽しみで

す。  

                                                                        

２月９日月曜日に来年度入学予

定の子どもたちを招いて交流会を

行いました。１年生の子どもたちが

司会となり、自己紹介や楽しいゲームなどを行いました。  

 １年生の言葉の後、それぞれの園ごとに紹介をしてもらいました。緊張感もあったよ

うですが、みんなとても上手に紹介ができました。  

 紹介の後は、班ごとに分かれて、“じゃんけん列車”のゲームをしました。１年生と

ペアになり、じゃんけんをしてどんどんとつながっていきました。１年生は少しはやく

上級生になったつもりで、お世話をしていました。  

 ゲームの後は、１年生教室で持ち物などの紹介をしました。実際に教室に入り、いつ

もとは違う雰囲気で少し緊張したのではないかと思います。  

 今回の交流会で、北小に入学するのがきっと楽しみになったと思います。新１年生の

入学をみんな楽しみに待っています。  
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